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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底フレーム(１０)と、
　上記底フレーム(１０)の前面側に取り外しまたは開閉自在に取り付けられた前面パネル
(１１)と、
　上記前面パネル(１１)の吸込口を開閉する開閉パネル(１２)と、
　上記前面パネル(１１)に配置され、上記開閉パネル(１２)を開閉するための開閉機構(
３０)と、
　上記底フレーム(１０)に配置され、上記開閉機構(３０)を駆動する駆動部(４０)と、
　上記底フレーム(１０)に配置され、上記開閉パネル(１２)の開閉状態を検出する開閉検
出部(４３)と
を備え、
　上記前面パネル(１１)側に配置された上記開閉機構(３０)の上記開閉パネル(１２)を開
閉するときの可動部の動きに基づいて、上記底フレーム(１０)側に配置された上記開閉検
出部(４３)によって上記開閉パネル(１２)の開閉状態を検出することを特徴とする空気調
和機の室内機。
【請求項２】
　請求項１に記載の空気調和機の室内機において、
　上記開閉機構(３０)の上記可動部は、上記駆動部(４０)の駆動力により回転するシャフ
ト(３６)を有し、
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　上記開閉検出部(４３)は、上記シャフト(３６)の回転に基づいて上記開閉パネル(１２)
の開閉状態を検出することを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項３】
　請求項２に記載の空気調和機の室内機において、
　上記開閉機構(３０)の上記可動部は、上記シャフト(３６)の回転と共に回転するカム(
５０)を有し、
　上記開閉検出部(４３)は、上記開閉機構(３０)の上記カム(５０)の回転に基づいて上記
開閉パネル(１２)の開閉状態を検出することを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の空気調和機の室内機において、
　上記開閉機構(３０)は、上記前面パネル(１１)の左右の側面近傍に夫々配置され、互い
に上記シャフト(３６)により連結された第１の開閉機構(３０)と第２の開閉機構であり、
　上記第１,第２の開閉機構のいずれか一方が上記駆動部(４０)により駆動されることに
よって、上記駆動部(４０)の駆動力を伝える上記シャフト(３６)を介して上記第１,第２
の開閉機構のいずれか他方が駆動されることを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項５】
　底フレーム(１０)と、
　上記底フレーム(１０)の前面側に取り外しまたは開閉自在に取り付けられた前面パネル
(１１)と、
　上記前面パネル(１１)の開口を開閉する開閉パネル(１２)と、
　上記前面パネル(１１)に配置され、上記開閉パネル(１２)を開閉するための開閉機構(
３０)と、
　上記底フレーム(１０)に配置され、上記開閉機構(３０)を駆動する駆動部(４０)と、
　上記底フレーム(１０)に配置され、上記開閉パネル(１２)を開閉するときの上記駆動部
(４０)の動きに応じて、上記開閉パネル(１２)の開閉状態を検出する開閉検出部(４３)と
を備えたことを特徴とする空気調和機の室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、空気調和機の室内機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和機の室内機には、前面パネルの開口を開閉する開閉パネルを備えたもの
がある(例えば、特開２００５－１０６３８６号公報(特許文献１)参照)。この空気調和機
の室内機は、熱交換器や送風ファンが取り付けられた底フレームと、上記底フレームの前
面側を覆うように着脱自在に取り付けられた前面パネルとを有している。上記空気調和機
の室内機では、底フレーム側に配置された駆動部と、前面パネル側に配置された開閉機構
とを備え、駆動部の駆動力によって開閉機構により開閉パネルを移動させる。
【０００３】
　上記空気調和機の室内機では、開閉パネルの開閉を確認するマイクロスイッチを前面パ
ネル側に配置する必要があるため、前面パネルの取り外し時に、前面パネル側のマイクロ
スイッチと底フレーム側の電装部が分かれてしまうので、前面パネル側のマイクロスイッ
チと底フレーム側の電装部とを接続する中継ハーネスが必要であった。したがって、上記
空気調和機の室内機では、構造が複雑になって組立性やメンテナンス性が悪くなると共に
、前面パネルの取り外しにより中継ハーネスを破損する恐れがあり、信頼性が低下すると
いう問題がある。
【特許文献１】特開２００５－１０６３８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　そこで、この発明の課題は、前面パネルと底フレーム側の電装部との間を中継ハーネス
を介して接続することなく、簡単な構成で開閉パネルの開閉状態を検出でき、組立性,メ
ンテナンス性および信頼性を向上できる空気調和機の室内機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、この発明の空気調和機の室内機は、
　底フレームと、
　上記底フレームの前面側に取り外し自在に取り付けられた前面パネルと、
　上記前面パネルの吸込口を開閉する開閉パネルと、
　上記前面パネルに配置され、上記開閉パネルを開閉するための開閉機構と、
　上記底フレームに配置され、上記開閉機構を駆動する駆動部と、
　上記底フレームに配置され、上記駆動部により駆動される上記開閉機構の上記開閉パネ
ルを開閉するときの可動部の動きに基づいて、上記開閉パネルの開閉状態を検出する開閉
検出部と
を備えたことを特徴とする。
【０００６】
　上記構成の空気調和機の室内機によれば、底フレームの前面側に取り外し自在に前面パ
ネルが取り付けられた室内機において、開閉パネルを開閉するための開閉機構を前面パネ
ルに配置し、その開閉機構を駆動する駆動部を底フレームに配置して、上記開閉機構を駆
動部により駆動する。そのとき、上記駆動部により駆動される開閉機構の可動部が動き、
その開閉パネルを開閉するときの可動部の動きに基づいて、底フレームに配置された開閉
検出部により開閉パネルの開閉状態を検出する。したがって、前面パネル側に開閉パネル
の開閉状態を検出する開閉検出部を配置しないので、前面パネルを底フレームから取り外
しあるいは開閉しても、開閉検出部、駆動部等の電気部品の電気配線は影響がない。つま
り、前面パネル側に、電気部品である開閉検出部を設けていないから、中継ハーネスが不
要になる。したがって、簡単な構成で開閉パネルの開閉状態を検出でき、組立性,メンテ
ナンス性および信頼性を向上できる。
【０００７】
　また、一実施形態の空気調和機の室内機は、
　上記開閉機構の上記可動部は、上記駆動部の駆動力により回転するシャフトを有し、
　上記開閉検出部は、上記シャフトの回転に基づいて上記開閉パネルの開閉状態を検出す
る。
【０００８】
　上記実施形態の空気調和機の室内機によれば、上記開閉検出部は、上記可動部のシャフ
トの回転に基づいて、開閉パネルの開閉状態を検出するので、例えば、マイクロスイッチ
等を用いて構成を簡略化できる。
【０００９】
　また、一実施形態の空気調和機の室内機は、
　上記開閉機構の上記可動部は、上記シャフトの回転と共に回転するカムを有し、
　上記開閉検出部は、上記開閉機構の上記カムの回転に基づいて上記開閉パネルの開閉状
態を検出する。
【００１０】
　上記実施形態の空気調和機の室内機によれば、上記開閉検出部は、上記可動部のシャフ
トの回転と共に回転するカムに基づいて、開閉パネルの開閉状態を検出するので、開閉パ
ネルの開閉状態を正確かつ確実に検出できる。
【００１１】
　また、一実施形態の空気調和機の室内機は、
　上記開閉機構は、上記前面パネルの左右の側面近傍に夫々配置され、互いに上記シャフ
トにより連結された第１の開閉機構と第２の開閉機構であり、
　上記第１,第２の開閉機構のいずれか一方が上記駆動部により駆動されることによって
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、上記駆動部の駆動力を伝える上記シャフトを介して上記第１,第２の開閉機構のいずれ
か他方が駆動される。
【００１２】
　上記実施形態の空気調和機の室内機によれば、前面パネルの左右の側面近傍に夫々配置
された第１,第２の開閉機構のいずれか一方を駆動部により駆動することによって、上記
駆動部の駆動力を伝えるシャフトを介して第１,第２の開閉機構のいずれか他方を駆動す
る。このように、片側に配置された１つの駆動部によって、前面パネルの左右の第１,第
２の開閉機構により開閉パネルを開閉することによって、開閉パネルの左右両側に開閉駆
動力を与えて開閉パネルをスムーズに偏りなく開閉動作をさせることができる。
　また、この発明の空気調和機の室内機は、
　底フレームと、
　上記底フレームの前面側に取り外しまたは開閉自在に取り付けられた前面パネルと、
　上記前面パネルの開口を開閉する開閉パネルと、
　上記前面パネルに配置され、上記開閉パネルを開閉するための開閉機構と、
　上記底フレームに配置され、上記開閉機構を駆動する駆動部と、
　上記底フレームに配置され、上記開閉パネルを開閉するときの上記駆動部の動きに応じ
て、上記開閉パネルの開閉状態を検出する開閉検出部と
を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　以上より明らかなように、この発明の空気調和機の室内機によれば、簡単な構成で開閉
パネルの開閉状態を検出でき、組立性,メンテナンス性および信頼性を向上できる空気調
和機の室内機を実現することができる。
【００１４】
　また、一実施形態の空気調和機の室内機によれば、上記開閉検出部が、可動部のシャフ
トの回転に基づいて開閉パネルの開閉状態を検出することによって、例えば、マイクロス
イッチ等を用いて構成を簡略化することができる。
【００１５】
　また、一実施形態の空気調和機の室内機によれば、上記開閉検出部が、可動部のシャフ
トの回転と共に回転するカムに基づいて、開閉パネルの開閉状態を検出することによって
、開閉パネルの開閉状態を正確かつ確実に検出することができる。
【００１６】
　また、一実施形態の空気調和機の室内機によれば、前面パネルの左右の側面近傍に夫々
配置された第１,第２の開閉機構のいずれか一方を駆動部により駆動し、駆動部の駆動力
を伝えるシャフトを介して第１,第２の開閉機構のいずれか他方を駆動して、第１,第２の
開閉機構により開閉パネルを開閉することによって、開閉パネルを左右両側に開閉駆動力
を与えてスムーズに偏りなく開閉動作をさせることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、この発明の空気調和機の室内機を図示の実施の形態により詳細に説明する。
【００１８】
　図１はこの発明の実施の一形態の空気調和機の室内機の斜視図を示している。この空気
調和機の室内機１は、室内の壁面に取り付けられる壁掛け型室内機である。
【００１９】
　上記空気調和機の室内機１は、図１に示すように、底フレーム１０(図３に示す)の前面
側に取り外し自在に取り付けられた前面パネル１１と、上記前面パネル１１の吸込口を開
閉する開閉パネル１２とを備え、前面パネル１１の下側に設けられた吹出口２０に水平フ
ラップ１３を配置している。図１では、上記開閉パネル１２により前面パネル１１の前面
側の吸込口(図示せず)を閉じると共に、水平フラップ１３により吹出口２０を閉じた運転
停止状態を示している。
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【００２０】
　次に、図２は上記空気調和機の室内機１の運転状態のときの斜視図を示している。上記
空気調和機の室内機１は、図２に示すように、運転状態になると、開閉パネル１２が前方
かつ斜め上方に向かってスライドすると共に、水平フラップ１３が回動して吹出口２０が
開く。さらに、開閉パネル１２の上端側と前面パネル１１の前面側との間が開いて、前面
パネル１１の吸込口１１a(図４に示す)への風通路が形成される。
【００２１】
　図３は上記空気調和機の室内機１の開閉パネル１２が閉状態のときの断面図を示してい
る。図３に示すように、底フレーム１０とその底フレーム１０の前面側に取り付けられた
前面パネル１１とからなる本体ケーシング内に、断面くの字形状の室内熱交換器２１を配
置すると共に、上記室内熱交換器２１の下側に送風ファン２２を配置している。上記送風
ファン２２は、回転軸が水平方向になるように配置されたクロスフローファンである。
【００２２】
　また、図４は上記空気調和機の室内機１の開閉パネル１２が開状態のときの断面図を示
している。図４に示すように、開閉パネル１２が前方かつ斜め上方に向かって移動してお
り、水平フラップ１３は回動して吹出口２０を開いている。この状態で、送風ファン２２
をファンモータ(図示せず)により駆動すると、開閉パネル１２の上端側と前面パネル１１
の前面側との間から室内の空気を吸込口１１aを介して吸い込むと共に、前面パネル１１
の上側の吸込口(図示せず)を介して室内から空気を吸い込む。そうして、吸い込まれた室
内空気は、室内熱交換器２１を通過して熱交換された後、送風ファン２２により吹き出し
通路２３を経て吹出口２０から室内に吹き出す。
【００２３】
　図５は上記空気調和機の室内機１の第１の開閉機構３０と駆動部４０の側面図を示して
いる。上記第１の開閉機構３０は、正面から見て前面パネル１２の内側かつ右側面近傍に
配置されている。図５は前面パネル１２の中央部から右側を見た側面図である。また、図
示しないが、正面から向かって前面パネル１２の内側かつ左側面近傍にも、上記第１の開
閉機構３０と略左右対称な構造の第２の開閉機構(図示せず)を取り付けている。上記第１
の開閉機構３０と第２の開閉機構を駆動シャフト３６を介して連結している。上記第１の
開閉機構３０が駆動部３０により駆動されることによって、駆動シャフト３６を介して駆
動部３０が伝達されて第２の開閉機構が駆動される。
【００２４】
　また、図６は上記第１の開閉機構３０の側面図を示しており、この第１の開閉機構３０
は、開閉機構ケーシング３１と、上記開閉機構ケーシング３１内にスライド自在に収納さ
れ、前面側で開閉パネル１１(図１～図４に示す)を支持するパネル支持部材３２と、上記
開閉機構ケーシング３１の上側に設けられたギヤケース部３３と、そのギヤケース部３３
内に配置された第２ギヤ３４と、上記第２ギヤ３４に噛合する第３ギヤ３５とを有してい
る。上記駆動シャフト３６を第２ギヤ３４の回転軸としている。
【００２５】
　上記第３ギヤ３５は、パネル支持部材３２に設けられたラック(図示せず)に噛合してお
り、駆動部３０により第２ギヤ３４,第３ギヤ３５が駆動されることにより、パネル支持
部材３２をスライドさせる。このパネル支持部材３２のスライド方向は、開閉パネル１２
が前面側かつ斜め上方に移動する方向(矢印Ｒ１の方向)である。
【００２６】
　また、図７は上記駆動部４０の側面図を示しており、この駆動部４０は、底フレーム１
０(図３に示す)に固定された支持部材４７に取り付けられている。上記駆動部４０は、駆
動部ケーシング４１と、上記駆動部ケーシング４１に取り付けられたパネル駆動モータ４
２と、上記駆動部ケーシング４１の上側に取り付けられた開閉検出部の一例としての検出
スイッチ４３と、上記パネル駆動モータ４２により駆動される第１ギヤ４６とを有してい
る。この駆動部４０の第１ギヤ４６と第１の開閉機構３０の第２ギヤ３４とが噛合して、
パネル駆動モータ４２の駆動力を第１の開閉機構３０および第２の開閉機構に伝える。ま
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た、上記検出スイッチ４３は、マイクロスイッチを用いており、ヒンジ機構により可動す
るレバー４４を有している。
【００２７】
　また、上記駆動部ケーシング４１の上側に案内部４５を設けている。この案内部４５は
、底フレーム１０に前面パネル１１を取り付けるときに、カム５０を有する駆動シャフト
３６に固定されたカム５０を案内するものである。すなわち、駆動シャフト３６に固定さ
れたカム５０がまず案内部４５のテーパー面４５aに当接し、さらに駆動シャフト３６が
案内部４５を乗り越えた後、駆動シャフト３６に固定されたカム５０が検出スイッチ４３
のレバー４４に当接して前面パネル１１が所定位置に納まるものである。
【００２８】
　図５に示すように、上記検出スイッチ４３のレバー４４が、駆動シャフト３６に固定さ
れたカム５０のカム面に当接し、駆動シャフト３６の回転に伴うカム５０の動きに応じて
検出スイッチ４３がオンオフする。
【００２９】
　図８は上記空気調和機の室内機１の開閉パネル１２(図１～図４に示す)が閉状態のとき
の第１の開閉機構３０と駆動部４０の要部の拡大図を示している。図８に示すように、カ
ム５０のカム面は、検出スイッチ４３のレバー４４を押し下げて、検出スイッチ４３をオ
ンするオン領域５２と、検出スイッチ４３をオフするオフ領域５１とを有している。上記
開閉パネル１２が閉状態のときは、カム５０のオフ領域５１が下側に位置し、検出スイッ
チ４３をオフの状態である。
【００３０】
　一方、図９は上記空気調和機の室内機１の開閉パネル１２が開状態のときの第１の開閉
機構３０と駆動部４０の要部の拡大図を示している。上記開閉パネル１２が開状態のとき
は、図９に示すように、駆動シャフト３６とカム５０は矢印Ｒ２の方向に回転して、カム
５０のオン領域５２が下側に移動することによって、カム５０のオン領域５２が検出スイ
ッチ４３のレバー４４を押し下げて、検出スイッチ４３をオンする。
【００３１】
　図１０は上記空気調和機の室内機１のブロック図を示している。図１０に示す制御部６
０は、マイクロコンピュータおよび入出力回路などからなり、リモートコントローラ(図
示せず)からの指令にも基づいて、ファンモータ６１,フラップモータ６２およびパネル駆
動モータ４２等の運転を制御する。また、上記制御部６０は、開閉パネル１２の開閉動作
時に、駆動部４０(図５,図７に示す)に取り付けられた検出スイッチ４３の検出信号に基
づいて、開閉パネル１２の開閉状態を確認する。
【００３２】
　上記構成の空気調和機の室内機によれば、底フレーム１０の前面側に取り外し自在に前
面パネル１１が取り付けられた室内機において、開閉パネル１２を開閉するための第１の
開閉機構３０および第２の開閉機構を前面パネル１１に配置し、その第１の開閉機構３０
および第２の開閉機構を駆動する駆動部４０を底フレーム１０に配置して、第１の開閉機
構３０および第２の開閉機構を駆動部４０により駆動する。そのとき、上記駆動部４０に
より駆動される可動部としての駆動シャフト３６が回転し、その駆動シャフト３６の回転
に基づいて、底フレーム１０に配置された開閉検出部である検出スイッチ４３によって開
閉パネル１２の開閉状態を検出する。したがって、前面パネル１１側に開閉パネル１２の
開閉状態を検出する開閉検出部を配置しないので、前面パネル１１側と底フレーム１０側
の電装部との間を中継ハーネスを介して接続する必要がなくなる。これにより、簡単な構
成で開閉パネル１２の開閉状態を検出でき、組立性,メンテナンス性および信頼性を向上
できる。
【００３３】
　また、上記検出スイッチ４３は、駆動シャフト３６の回転に基づいて、開閉パネル１２
の開閉状態を検出するので、開閉検出部としての検出スイッチ４３にマイクロスイッチを
用いて、開閉パネル１２の開閉状態を正確かつ確実に検出することができる。
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【００３４】
　また、上記検出スイッチ４３は、駆動シャフト３６の回転と共に回転するカム５０に基
づいて、開閉パネル１２の開閉状態を検出するので、開閉パネル１２の開閉状態を正確か
つ確実に検出することができる。
【００３５】
　また、上記第１の開閉機構３０を駆動部４０により駆動し、駆動部４０の駆動力を伝え
る駆動シャフト３６を介して第２の開閉機構を駆動することによって、前面パネル１１の
左右の第１,第２の開閉機構３０により開閉パネル１２を開閉するので、開閉パネル１２
の左右両側に開閉駆動力を与えて、スムーズに偏りなく開閉パネル１２の開閉動作を行う
ことができる。
【００３６】
　上記実施の形態では、開閉検出部としての検出スイッチ４３にマイクロスイッチを用い
て、可動部である駆動シャフト３６に設けられたカム５０の回転を検出することにより開
閉パネル１２の開閉状態を検出したが、開閉検出部や可動部はこれに限らず、例えば、底
フレームに配置された開閉検出部に光センサを用いて、前面パネルに配置された開閉機構
の可動部の動きを検出する構成でもよい。
【００３７】
　また、上記実施の形態では、開閉検出部としての検出スイッチ４３にマイクロスイッチ
を用いて、可動部である駆動シャフト３６に設けられたカム５０の回転を検出することに
よって、開閉パネル１２の開状態と閉状態の２つの状態を検出したが、開閉パネルの全開
状態と全閉状態との間に中間の開状態が１以上あるような開閉パネルが多段階に開閉する
空気調和機の室内機にこの発明を適用してもよい。
【００３８】
　また、上記実施の形態では、底フレーム１０の前面側に前面パネル１１が取り外し自在
に取り付けられた空気調和機の室内機について説明したが、底フレームの前面側に前面パ
ネルを開閉自在に取り付けられた空気調和機の室内機にこの発明を適用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】図１はこの発明の実施の一形態の空気調和機の室内機の運転停止状態のときの斜
視図である。
【図２】図２は上記空気調和機の室内機の運転状態のときの斜視図である。
【図３】図３は上記空気調和機の室内機の開閉パネルが閉状態のときの断面図である。
【図４】図４は上記空気調和機の室内機の開閉パネルが開状態のときの断面図である。
【図５】図５は上記空気調和機の室内機の第１の開閉機構と駆動部の側面図である。
【図６】図６は上記開閉機構の側面図である。
【図７】図７は上記駆動部の側面図である。
【図８】図８は上記空気調和機の室内機の開閉パネルが閉状態のときの開閉機構と駆動部
の要部の拡大図である。
【図９】図９は上記空気調和機の室内機の開閉パネルが開状態のときの開閉機構と駆動部
の要部の拡大図である。
【図１０】図１０は上記空気調和機の室内機のブロック図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１０…底フレーム
　１１…前面パネル
　１２…開閉パネル
　１３…水平フラップ
　２０…吹出口
　２１…室内熱交換器
　２２…送風ファン
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　２３…吹き出し通路
　３０…開閉機構
　３１…開閉機構ケーシング
　３２…パネル支持部材
　３４…第２ギヤ
　３５…第３ギヤ
　３６…駆動シャフト
　４０…駆動部
　４１…駆動部ケーシング
　４２…パネル駆動モータ
　４３…検出スイッチ
　４４…レバー
　４５…案内部
　４６…第１ギヤ
　４７…支持部材
　５０…カム
　６０…制御部
　６１…ファンモータ
　６２…フラップモータ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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